
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：岩手県第１０教区第２４４番江岸寺 

住所：岩手県上閉伊郡大槌町末広町１０－１１ 

 

寺院の被害 
・地震、津波と火災により、本堂、庫裡、位牌堂、檀信徒会館等すべての 

建物が全壊した。墓地も被害を受けている。 

寺院の現状 

・仮設住宅で暮らしている。 

・仮設のプレハブで檀務等寺院運営を行っている。 

・経済的な問題を抱えている。精神的にも肉体的にも疲労している。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなったり、経済的な問題が生じたりして、転居し 

た方が多い。転居先が広範囲、遠方であるなど、現在の居住地が不明な 

方も多く、檀信徒の 6割程度しか居住先を把握できていない。 

・そうした現状の中、多くの檀家が離檀した。 

地域の現状 

・平成 26 年 4 月から同 27 年下期で盛土を開始する予定。2.0ｍの盛土で 

復興計画を策定している。 

・地震、津波のほか、火災による被害が生じた。 

復興の状況 

・平成 25 年 11 月 16 日から盛土地内の墓石の整理のため、骨あげを開始す

る予定。 

・檀信徒の住宅移住は平成 29 年を予定しており、現状では多くの寄付は望

めない。墓地斜面の修復にも多額の経費がかかり、経済的に難儀している。 

（H25.11.6 現在） 

 

   

地震、津波、火災により地域全体が被災。本堂全壊のため仮設のプレハブで、檀務等を行ってい

る。盛土地内の墓石の整理も大変である。（撮影 H25.11.6） 


